
 

 

 

 

記 者 会 見 

 

日時：令和５年１月５日（木）14時～ 

場所：伊達市役所東棟 401・402会議室 

 

 

１ 市長年頭あいさつ 

   

２ 10年後に目指す伊達市の将来像が決定  資料２ （未来政策部 総合政策課） 

 

３ 令和５年伊達市二十歳のつどいを開催  資料３ （教育部 生涯学習課） 

 

４ 伊達市の魅力ＰＲイベントに出展  資料４ （産業部 農政課） 

 

５ 伊達市歴史文化講演会を開催  資料５ （教育部 生涯学習課） 

                 

６ 令和４年度伊達市立志式  資料６ （こども部 こども未来課） 

 

７ 「４代目伊達な宣伝部長」が決定  資料７ （総務部 秘書広報課） 

 

 

 



 

 

記 者 会 見 資 料 ２ 

令和５年１月５日 

10年後に目指す伊達市の将来像が決定 

  ～伊達市第３次総合計画～ 
 

伊達市では、社会環境や市民ニーズの変化に的確に対応し、将来にわたって魅力

と活力のある伊達市を築いていくため、新たなまちづくりの指針となる第３次総

合計画を策定しました。 

 

１ 策定の経緯 

  地方自治体が策定する計画は分野ごとにたくさんありますが、総合計画はこう

した各種計画のうち、一番上に位置する「最上位計画」であり、最も重要な計画

です。本計画に市民の声を十分に反映させるため、市民および中学生を対象とし

たアンケート調査、各種団体の代表者等による分野別意見交換会、市民ワークシ

ョップなどを行いました。 

 

２ 特色 

  本計画は、計画の役割や社会環境の変化を踏まえ、次のような特色を持つ計画

として策定しました。 

  ◆「読んでわかる」計画 

   市民目線に立ったシンプルでわかりやすい構成・内容・表現とすることで、

誰もが「読んでわかる」計画として策定。 

  ◆「あるもののばし」の計画 

   市の特性を再発見し、それを活かして伊達市らしさを追求する、ないものね

だりではなく「あるもののばし」の計画として策定。 

◆「経営の効率化」につながる計画 

 施策・事業の選択と集中を行うとともに、ＰＤＣＡサイクルの運用が容易に行

える仕組みづくりを行い、「経営の効率化につながる」計画として策定。 

 

３ 内容 

（１）第３次総合計画基本構想の計画期間  

令和５年度から令和 14年度までの 10年間 
 

（２）10年後に目指す将来像 

「人と緑と歴史が結び合う ひかり輝く田園空間・伊達市」 

多くの若者が住み、こどもの声が響き、自然と都市が調和する、美しい田園風

景に包まれた未来に輝く伊達市を創っていくという想いをこめ、上記のとおり定

めました。  

 

 

 



 

 

記 者 会 見 資 料 ２ 

令和５年１月５日 

（３）基本目標  

将来像実現のため、６つの基本目標を定め、まちづくりに取組みます。 

①安全・安心できれいなまち 

②健やかでやさしい健康・福祉のまち 

③未来を拓く人を育む教育・文化のまち 

④活力とにぎわいあふれる産業のまち 

⑤便利で快適に暮らせるまち 

⑥みんなでつくる協働のまち 

 

（４）概要 

   別紙のとおり 

 

※伊達市第３次総合計画は、令和５年４月に市ホームページで公表するほ

か、概要版を作成し、市政だよりと併せて夏頃に各家庭にお配りする予定で

す。 

 

 

担当｜未来政策部総合政策課 

   電話 024-575-1142 
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伊達市第３次総合計画の概要 

 

＜計画の役割＞ 
 

市民みんなのまちづくりの目標 

市民にとっては、本市の将来像や、その実現に向けた取組を行
政と共有し、まちづくりに積極的に参画・協働していくための目
標となるものです。 

 
 

市行政の総合的な経営指針・主張 

市行政にとっては、魅力と活力のあるまちをつくり上げ、将来に

わたって持続していくための総合的な経営指針となるとともに、

国や福島県、周辺自治体に対し、伊達市の主張を示すものです。 

 

 

＜計画の構成と期間＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市が 10 年後に目指す将来像と、それを実現するための計画
の体系や方針などを示したものです。 

計画期間は、令和５(2023)年度から令和 14（2032)年度までの 10
年間とします。 

基本構想に基づき、今後行う取組を示したもので、社会環境
や市民ニーズの変化に対応できるよう、前期・後期にわけて策
定します。 

前期基本計画が令和５（2023）年度から令和９（2027）年度
までの５年間、後期基本計画が令和 10（2028）年度から令和 14
（2032）年度までの５年間とします。 

基本計画に基づき、今後行う具体的な事業等を示したもので、
別途策定します。 

計画期間は、向こう３年間とし、毎年度見直しを行います。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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＜伊達市第３次総合計画 総論・基本構想の構成＞ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

反映すべき市民ニーズ 
今後のまちづくりの特色 

第１位 安全・安心のまち 

第２位 健康・福祉のまち 

第３位 子育て・教育のまち 

市への愛着度と今後の定住意向 

“愛着を感じている” 78.2％ 

“住み続けたい”     79.6％ 

市の各環境に関する満足度と重要度 

［満足度が高い項目］ ［満足度が低い項目］ ［重要度が高い項目］ 

 

計画の体系 

まちづくりの基本姿勢 
 
『若者の定着と  

還流』を促す 

１ 

将来像 

人と緑と歴史が結び合う ひかり輝く田園空間・伊達市 
 

活かすべき特性（市全体の特性） 

❶ 立地条件・交通条件に恵まれた“便利な田舎” 

❷ 霊山に代表される豊かな自然が息づくまち 
➌ おいしい農産物を産み出す特色ある農業のまち 

➍ 歴史ロマンあふれる伊達氏のふるさと 

➎ 子育て環境が整った子育てしやすいまち 

➏ 市をあげて「健幸都市」づくりを進めるまち 
➐ 未来への基盤づくりが進む発展可能性の高いまち 

➑ あたたかく人情味のある人が住むまち 

踏まえるべき社会環境の変化 

❶ 加速する少子高齢化・人口減少 

❷ 高まる安全・安心への意識 

➌ 求められる脱炭素社会の形成 

➍ 重要性を増す支え合う地域づくり 

➎ 厳しさを増す地方の産業・経済と雇用情勢 

➏ 急進展するデジタル化 

➐ 求められる地方の自立と住民参画・協働 

➑ 世界各国で進むＳＤＧｓに基づく取組 

伊達市発展への主要課題 

最重要課題 

❶ 安全性と環境保全を重視した生活環境の整備 

❷ すべての市民が健康に生活できる環境づくり 

➌ 子育て支援の充実と特色ある教育・文化行政の推進 

➍ 活力ある産業の育成と雇用の場の拡充 

➎ 市の持続的発展を支える都市基盤の整備 

➏ 市民参画・協働の促進と行財政改革の推進 

人口減少社会への対応 

  

  

  

２ 

１ 

３ 

５ 

４ 

６ 

１－１ 消防・防災 
１－２ 放射線対策 
１－３ 
１－４ 環境保全 
１－５ ごみ処理 

安全・安心できれ

いなまち 

２－１ 健康づくり 
２－２ 保健・医療 
２－３ 高齢者支援 
２－４ 障がい者支援 
２－５ 地域福祉 
２—６ 

健やかでやさしい 

健康・福祉のまち 

３－１ 子育て支援 
３－２ 学校教育 
３－３ 生涯学習 
３－４ 
３－５ 
３－６ 国内・国際交流 

未来を拓く人を育

む教育・文化のまち 

４－１ 農業 
４－２ 林業・森林保全 
４－３ 商業 
４－４ 工業・企業誘致 
４－５ 観光 
４－６ 雇用対策 

活力とにぎわいあ 

ふれる産業のまち 

５－１ 
５－２ 道路・公共交通 
５－３ デジタル化 
５－４ 住宅、定住・移住 
５－５ 上・下水道 
５－６ 公園・緑地 
 

便利で快適に暮ら

せるまち 

６－１ 男女共同参画 
６－２ コミュニティ 
６－３ 市民参画・協働 
６－４ 自治体経営 

みんなでつくる 

協働のまち 

『緑と歴史文化』

とともに生きる 

『未来を拓く子ど

も』を大切にする 

『人と人のつなが

り』を大切にする 

『すべての人の 

健幸』を築く 

２ ３ ４ ５ 



 

 

記 者 会 見 資 料 ３ 

令和５年１月５日 

令和５年伊達市二十歳のつどいを開催 

 

伊達市では、二十歳になったことを自覚し、夢と希望をもって羽ばたいて

いこうとする若者を祝い励まし、生まれ育ったふるさとが心のよりどころと

なるよう願いを込め、二十歳のつどいを開催します。 

昨年までは新型コロナウイルス感染症対策により、分散での開催やオンラ

インでの開催となりましたが、今回は全員を一堂に会し、これからの主役と

なる若者同士の交流も図ります。 

 

 

（１）日時   令和５年１月８日（日）午前 ９時 30分 受付開始 

                   午前 10時 30分 式典開始 

 

（２）場所   伊達市保原体育館（１箇所開催） 

        伊達市保原町字宮下 111番地４ 

 

（３）参加人数 二十歳 約 580名 

 

（４）内容   式辞      伊達市長 

        お祝いのことば 伊達市議会議長 様 

        誓いのことば  二十歳代表  

 

（５）主催者  伊達市 

 

※式典終了後、二十歳のつどい実行委員会による企画事業として、恩師からの

メッセージ上映や抽選会が行われます。 

 

  

担当｜教育部生涯学習課 

   電話 024-573-5709 



 

 

記 者 会 見 資 料 ４ 

令和５年１月５日 

伊達市の魅力ＰＲイベントに出展 

 

伊達市では、東京ドームの人気イベント「ふるさと祭り東京 2023」に出展す

ることをはじめ、一大消費地の東京都内や仙台市内で伊達市産農作物を含めた

伊達市の魅力ＰＲを実施します。 

 

（１）ふるさと祭り東京 2023-日本のまつり・故郷の味- 

  目的：多くの集客を見込めるイベントにおいて、生産開始から 100周年

を迎えた伊達のあんぽ柿を中心に農産物ＰＲを行い、伊達市の魅力

を多くの来場者に知ってもらう機会とします。 

  日時：令和５年１月 13日（金）～22日（日） ※10日間 

     10：00～21：00（22日は 18：00まで） 

     ※１月 13日には市長自ら特設ステージで伊達市をＰＲします。 

場所：東京ドーム 

  目標入場者数：38万人 ※10日間 

  販売商品：あんぽ柿、いちご、伊達鶏の肉ゴロっとおにぎり等 

  主催：ふるさと祭り東京実行委員会 

 

（２）日本橋イベントスペースにおける農産物等ＰＲ 

  目的：全国のアンテナショップが集まる日本橋は地方の特産品を求めて

来訪される方も多く、伊達市について知ってもらう機会として、イ

ベントブースを市で貸し切り、伊達市産農産物等の販売や観光ＰＲ

を行います。 

  日時：令和５年１月 19日（木）～20日（金）10：00～16：00 

  場所：日本橋プラザビル１階南広場【屋外】（東京都中央区日本橋 2-3-4）  

  販売商品：あんぽ柿、いちご、伊達鶏の加工品 

  主催：伊達市 

 

（３）イオンスタイル仙台卸町における市長トップセールス 

  目的：イオン東北株式会社と宮城県内での販売促進を協力して行って

きており、伊達のあんぽ柿についても「にぎわい東北」商品とし

て東北管内のイオン各店舗で販売しています。あんぽ柿の出荷に



 

 

記 者 会 見 資 料 ４ 

令和５年１月５日 

併せて、旬な伊達市産農産物等のＰＲを市長自ら行うことにより、

更なる消費拡大を目指します。 

日時：令和５年１月 28日（土）11：00～ 

場所：イオンスタイル仙台卸町 １階 青果売り場脇特設ステージ 

（宮城県仙台市若林区卸町１丁目１－１） 

  販売商品：あんぽ柿、いちご、伊達鶏の加工品 

主催：伊達市、イオン東北株式会社 

 

   
 

 

担当｜産業部農政課 

   電話 024-573-5635 



 

 

記 者 会 見 資 料 ５ 

令和５年１月５日 

伊達市歴史文化講演会を開催 

 

伊達市では、史跡伊達
だ て

氏
し

梁川遺跡群へ「堂庭遺跡」と「岩地蔵遺跡」の追

加指定を記念し、本市特有の伊達氏や蚕糸業に関する史跡や重要文化財の持

つ魅力について市民にわかりやすく発信することで、伊達市の歴史文化を再

発見し、理解を深めることを目的に歴史文化講演会を開催します。 

 

（１）日時  令和５年１月２１日（土）１３：００～１５：３０ 

 

（２）場所   伊達市立梁川小学校講堂（福島県伊達市梁川町字北本町 21-1） 

 

（３）定員  １００名 

 

（４）内容  【第１部】伊達の歴史紹介：（生涯学習課職員） 

【第２部】パネルディスカッション 

            パネリスト：伊達市長 須田博行 

                  伊達市ふるさと大使 

                   髙島 英也  さん 

                   長沢 裕   さん 

                   小林 アリス さん 

          コーディネーター：伊達
だ て

氏
し

梁川遺跡群保存活用計画策定委員会委員 

飯村 均さん 

 

（５）申込方法 伊達市保原歴史資料館に電話でお申し込みください。 

        ℡024-575-1615 

 

（６）主催者  伊達市教育委員会 

  
「堂庭遺跡」            「岩地蔵遺跡」 

担当｜教育部生涯学習課 

   電話 024-573-5804 



 

 

記 者 会 見 資 料 ６ 

令和５年１月５日 

令和４年度伊達市立志式 

 

伊達市では、古来の成人式で元服にあたる 14 歳に「志」を立て、大人と

しての自覚を深める儀式として立志式を開催します。 

立志式は合併前の昭和６０年旧保原中学校から実施しており、今年度は芸

術鑑賞会を合わせて実施し、文化芸術を通して「生きる力」の醸成を図りま

す。 

 

（１）日時 令和５年１月 31日(火) 

午前の部 
式典 9：20～9：50 

芸術鑑賞会 10：10～11：40 

梁川中学校 

松陽中学校 

霊山中学校 

福島県立だて支援学校 

午後の部 
式典 13：30～14：00 

芸術鑑賞会 14：20～15：50 

伊達中学校 

桃陵中学校 

月舘学園中学校 

 

（２）場所 保原体育館 

 

（３）対象 市内中学２年生 454名（うち区域外就学者 11名） 

 

（４）内容 式典＋芸術鑑賞会 

【式典】 

・立志証書授与・式辞(市民会議会長) 

・励ましの言葉（代表の校長先生）・誓いの言葉（代表生徒） 

【芸術鑑賞会】 

◆演目：さーかす（別紙資料のとおり） 

現代っ子の主人公の心の成長を描いた物語で、戦後、日本が今より

もずっと貧しかった頃、そういう時代を一生懸命に生きたサーカス団

が主人公の前に現れ、現代っ子の主人公の心に生きる力を吹き込みま

す。（文化庁の巡回公演事業を利用して、ナチュラルダンステアトルに

よる現代舞踊の公演。） 

 

（５）主催  

伊達市青少年育成市民会議 

  伊達・梁川・保原・霊山・月舘の各地域青少年育成推進協議会 

 

（６）共催  

伊達市・伊達市教育委員会 
担当｜こども部こども未来課 

   電話 024-573-5691 









 

 

記 者 会 見 資 料 ７ 

令和５年１月５日 

「４代目伊達な宣伝部長」が決定 

 

 自らの活動範囲の中で、本市の魅力や地域情報を自主的に発信するＰＲサポー

ターとして令和元年度よりスタートした「伊達な宣伝部長」について、「４代目伊

達な宣伝部長」を令和４年10月27日から12月16日にかけて募集しました。応募動

機や活動予定などから書類選考を行い、下記の９人の皆さんに決定しました。任

期は委嘱日から２年間となります。 

 

１ 伊達な宣伝部長（五十音順） 

氏 名 地域 備考 

大竹 重政（おおたけ しげまさ） 霊山 再任 

齋藤 暁（さいとう あきら） 梁川 再任 

齋藤 芳明（さいとう よしあき） 保原 新任 

須賀 樹華（すが じゅか） 郡山市 再任 

清野 公弘（せいの きみひろ） 保原 再任 

樋口 達也（ひぐち たつや） 仙台市 再任 

本田 貴之（ほんだ たかゆき） 伊達 再任 

森藤 洋紀（もりとう ひろき） 霊山 再任 

横山 項一（よこやま こういち） 保原 新任 

  

２ 宣伝部長の主な活動 

（１）自身の活動の場を通して、伊達市の魅力を自主的に発信する活動 

・市外の友人、仕事先、趣味の仲間などに紹介 

・自身のＳＮＳ（ブログ、facebook、Twitter等）への投稿 

・伊達市の隠れた魅力、地域の情報の掘り起こし 

（２）伊達市シティプロモーション推進事業への協力 

アンケートへの協力、市発行の冊子等への寄稿、交流会等への参加など 

 

３ 委嘱期間 令和５年１月 29日から２年間 

 

初代伊達な宣伝部長 ４名   

※委嘱期間令和２年１月 29日～令和４年 1月 28日 

 ２代目伊達な宣伝部長 ８名   

※委嘱期間令和３年１月 29日～令和５年 1月 28日 

 ３代目伊達な宣伝部長 ６名   

※委嘱期間令和４年１月 29日～令和６年 1月 28日 

 

担当｜総務部秘書広報課 

   電話 024-575-1113 




